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山江村役場

Hiroba Roji

節

3-1. 住居の集約配置で盛土量を削減
全面を浸水面以上にする場合

約 4700m3

3-2. 全ての住宅を浸水レベル以上に建設

1-1. 様々な拠点を結ぶ Hiroba

1-2. モードチェンジする Hiroba

1. Hiroba＝栗の駅と資料館を繋ぐ公共空間を創出します 2. 微地形と屋根の連なりが山江村の新しい風景となります

2-1. 地形と周囲の山並みに呼応した屋根形状

3-3. 緩やかな地形が水の流れをコントロール 3-5. 集いの場になる埋設した調節池

3-4. 浸水を防ぎ、 植物を育み、 水を浸透させる盛土

3. 排水計画に有利な地形を生かして、 掘削土を最小限にしながら全ての住宅を浸水レベル以上とします

・ 敷地内の地形の起伏と高さや向きの異なった屋根の連なりによって周辺の山々
　とも調和しながら山江村の新しい風景をつくりだします

・ 50 ㎡の一般住宅タイプ A’の屋根に安全な高さまで登れ、 Hiroba での
　アクティビティや周囲の風景をのぞむことができます

・ 住宅を左右に集約することで、 栗の駅と

　資料館をつなぐHirobaつくります
・Hirobaは村の既存の拠点を結ぶハブ
　にもなります
・ 北側と南側の拠点をスムーズにつなげ村の
　中で様々なつながり方が変わります
・ 栗の駅の広場と一体的にイベントすることも
　でき、 車両の進入可能とします

・ 普段は日常 ・ 観光動線、 住民の活動の場
　となります
・ お祭りやイベントなどの非日常時には村民
　や観光客集まり、 にぎわいを創出します

「南北に延びる谷筋とそれを取り囲む山並み」 と相似形の開かれた景観
を、 地形と屋根を組み合わせてつくります

地形と屋根の組み合せた
だけの単純な構成で新し
い風景をつくります

均質な余白にメリハリをつけ異なる
スケールの公共空間をつくります

・Hiroba を予定造成面より低くすることで発生
　する掘削土を住宅側の盛土として活用します
・ 住宅を適切に集約し、 盛土による嵩上げ範囲を
　限定し盛土量を最小限に抑えます
・ 搬入土を最小限に抑えることで、 トータルの整備
　コストや周辺環境への負担を軽減します

・ 全住居を浸水レベル以上の安全
　な高さに確保します
・ 必要な場所を的確に盛土します
・ 敷地内の掘削土を盛土に利用し
　ます

・ 敷地内の微地形は､豪雨時の雨水を
　広場 ・ 埋設調節池へと導きます
・ 前面道路境界には縁石を設け、 敷
　地内の雨水は全て敷地内で処理す
　る計画とします
・ 北東の既存水路は暗渠化します

Hiroba と Rojiがむすぶまち - つながりを育む地形と屋根 -

・ 調節池は雨水を一時的に貯留するプラ
スチック製雨水貯留槽を地下に設けます
・ 表面をインターロッキング等の仕上にす
ることで、 イベント搬入車両やキッチン
カー、 緊急車両などの重量車両も入る事
が出来ます

・ 住戸を浸水から守る盛土は、 地中への
　雨水浸透の機能を兼ねています
・ プライバシーを守る為の適度な生垣を
　施し、 防災のための盛土を日常風景に
　取り込みます

私たちは、 ふたつの公共空間を合わせ持つ街区を提案します。

Hirobaが、 栗の駅と資料館をつなぐ大きな公共空間をつくり出す一方で、 Rojiは親密
なスケールの路地的公共空間を生みます。 スケールの異なる多様な活動を通して、 様々
なレベルで人々の連帯が育まれます。
起伏ある街区は、 雨水を首尾よく排出でき、 住居を水害から守ります。 また、 地形と屋根
が織りなす風景は、 周囲の山々と調和した山江町の新しい景観となるでしょう。

(様式 5-1)

栗の駅

駐車場

駐車場

駐車場

駐車場

駐車場

駐車場

駐車場

駐車場

既存住宅

山江村役場

山江村役場

山江村歴史民俗資料館

資料館

栗の駅

Hiroba

Roji

Hiroba

Hiroba

Roji

Roji

Roji

Roji

埋設調節池

既存住宅

駐車場 ・ 車道は
インターロッキング舗装

駐車場を分散配置とし
住戸からの距離に配慮

車路を設けて既存住宅
のプライバシーにに配慮

既存水路を躱す
配置計画 既存水路

分散型の駐車場

村の拠点を循環させる役
割にもなる

住宅タイプ A’ の屋根に
登ってイベントの風景を眺
めることができる

貯水池は埋設とすることで地
上部にはマルシェ等のテントを
張ることもできる

調節池は埋設とすること
マルシェ等のテントを張
ることも可能

車の侵入も可能な
仕上げ

栗の駅と資料館をつなぐ
Hiroba と

お祭り ・ イベントとして
利用できる

埋設調節池

既存住宅への採光に
考慮します

ゴミ置場

ゴミ置場

ゴミ置場

ゴミ置場

太陽光発電

太陽光発電

太陽光発電

太陽光発電

埋設水路

敷地境界に縁石を設け
雨水を敷地内で処理

観光客が道の駅と資料館
を行き来します

車の侵入も可能

栗の駅との一体的なイベ
ントが可能

栗の駅との一体的なイベ
ントが可能

既存住宅の周囲には浸水防止
兼目隠しプランターを設置

栗の駅

B. 調和・ｺﾐｭﾆﾃｨ

A. 安全・快適 B. 調和・ｺﾐｭﾆﾃｨ

A. 安全・快適 B. 調和・ｺﾐｭﾆﾃｨ

132.67

栗の駅との一体的なイベントが可能

132.86

水路

暗渠化

133.15

132.85

132.51

131.95

132.6

132.65

131.28

131.65

131.55

133.35



・野地板：構造用合板ｔ12
・垂木 :□-45×105@450(人が登る屋根は@300)
・ 桁 :□-105×180
・ 梁 :□-105×180
・ 柱 :□-105 角

垂木

梁

柱

桁

4-1. 親密なスケール感の路地空間 4-2. 安心して子供たちが遊べる路地空間

7-4. 地盤改良

7-5. 隣地への配慮

4. Roji＝住宅の間に小さなスケールのパブリックスペースをつくります

5. 心地よい風が通り抜ける快適な住環境をつくります

6. 外部空間と繋がる　シンプルで子育てのしやすい住居をつくります

5-1. 恒常風と呼応した住宅配置

6-1. A,B,C の 3つのタイプのシンプルな間取り 6-2. 環境 ・ バリアフリーに配慮し安心快適な住環境

７. 県産木材をふんだんに使用した安心安全な構造とします

７-1. 流通材で建設可能

7-2. 熊本県産材で構成

7-3. バランスの良いべた基礎 8-1. 環境負荷軽減しランニングコストを抑制

8-2. 初期段階からの綿密なコスト管理

8. 環境負荷 ・ コスト抑制に配慮した

・ 既存住宅の外周部には擁壁と
　目隠しを兼ねたプランターを設
　置します
・ 庭の前には生垣をつくり各住宅
　のプライバシーにも配慮します

・ 単なる移動空間ではなく、 住民の様々な関係を生み出

します。 軒先で挨拶や井戸端会議、 Roji に面した縁側
に座って子供たちの遊びを見守ったり住民同士が地域の
絆や安心感生み出す空間となります
・ 人と人との自然な距離感や温もりを感じられ、 こどもや
高齢者、 災害時の支え合いにも寄与し安心安全な住環
境となります

・ LDK はRoji側、 プライバシーの高い BR は反対側に配置します。
・ BR 窓はプライバシーに配慮して小さく、 側面に配置します

・ 南／東向き住戸を基本とし、自然光や風を最大限取り込み、
　省エネ ・ 環境に配慮します

・ 住宅間の隙間に生まれる小さなスケールの

Roji はプライバシーを確保しながらも住民同士
が安心して暮らし、 自然に顔を合わせる親密な
環境となります
・ 大きなパブリックスペースから住まいへ段階的
に移り行き、 プライベートとパブリックを緩やかに
仕切る場所となります

・ 恒常風である夏の南 ・ 南東の風がRojiに程よく通り抜けるように、 住戸を適切に配置します
・ 住宅内にも取り込み、 省エネや環境にも配慮した計画とします
・ 冬の北 ・ 北西の風に対しては防風林を配して路地への通り抜けを防ぎます

・ 流通材だけで構成された合理的で
　施工しやすい安心安全な構造計画
　とします
・ 特殊な構法や納まりを減らし、建設
　コスト抑制をはかります

・ 構造体には熊本県産材であるスギ
　を活用し地域木材産業や森林資源
　の循環に寄与します
・ 内装も木質化し木の温かみを感じら
　れる住環境となります

・ 住宅の基礎構造は不同沈下のリスク、
　バリアフリー、 コスト面において、 バラ
　ンスのとれたべた基礎形式を採
　用する想定です
・ 最終的には現地にて地盤調査を行っ
　た上で構造検討をし、 基礎形式を選
　定します

・ 自然光、 恒常風を取り入れ環境負荷を軽減します
・ 庇の日射遮蔽により住宅の熱負荷を軽減します
・ 高効率な設備機器 ・ LED 照明 ・ 節水型水栓を採用します
・ 耐久性が高く長寿命な資材を採用し、 メンテナンスによる
　ランニングコストを抑えます

・ 計画初期から積算事務所と連携し綿密なコスト管理を行います
・ 初期段階に超概算をし、 工事区分ごとに物価上昇に配慮
　した目標金額を明確にし、 無駄無い建設コストを実現します
・ 工期短縮を図り、 施工面にも配慮した計画とします

概算工事費 ： 785 百万円

・ 住宅部分は浸水レベル以上ま
　で盛土した上で支持層まで地盤
　改良を行います
・ 地盤調査を行った上で最終的
　な方法検討します

A (A’)

A (A’) B

B

C

C

2F1F

想定工事費
土 ・ 地業工事 (25 百万 )

躯体工事 (175 百万 )

屋根工事 (45 百万 )

内外装工事 (90 百万 )

設備工事 (120 百万 )

外構工事 (130 百万 )

仮設 ・ 経費 (200 百万 )

(様式 5-2)

Hiroba

Hiroba

Hiroba

HirobaRoji

Roji

Roji

Roji

Roji Roji

Roji

井戸端会議やこどもの遊
び場となる

庇をたどって移動でき雨
の日でも濡れにくい

庇をたどって移動で
き雨の日でも濡れ
にくい

屋根によってに影ができ
夏でも涼しい

4 戸の地域優良住宅を分散配置

庭に面した縁側

夏季には DK を経
由して住宅内を風
が通り抜ける

寝室の窓を側面に取るこ
とで CL を大きく取れる

夏季には DK を経由して
住宅内を風が通り抜ける

夏季には DK を経由して
住宅内を風が通り抜ける

必要に応じて間仕切を
とることできる

夏季には 「Roji」
に程よく通り抜ける

室外機を隠し
景観に配慮

室外機を隠し
景観に配慮

独立した広い
キッチン

開放感のある LD 上の
吹抜空間

吹抜にも風が通り
熱だまりを軽減

柔らかな自然
光を取り入れる

住宅内に柔らかな
自然光を取り入れる

湿気防止
用小窓

広場側に CL を
設けプライバ
シーに配慮

玄関をフラットとし、
バリアフリーに配慮

屋根によって日影
ができる

庇の日射遮蔽により
熱負荷を軽減

浸水レベル以上まで
盛土を行い、 水害
時に住宅を守る

屋根により Roji に
日影ができる

はしご

高断熱の屋根 ・ 外壁
により環境負荷低減

屋根上から広場での
イベント ・ 花火を眺
めることができる

WC に手摺を
設置

日当たりの良い
リビング ・ ダイニング

住民だけで管理できる
程度の植栽量とする

冬の北 ・ 北西の風を
遮る防風林

車いすでの通行可能な幅員

A. 安全・快適

A. 安全・快適

A. 安全・快適

A. 安全・快適 D. ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ

E. コストE. 環境配慮・省エネC. 県産材の活用

E. 環境配慮・省エネ

B. 調和・ｺﾐｭﾆﾃｨ B. 調和・ｺﾐｭﾆﾃｨ

転落防止手摺の設置
で安全性に配慮

日当り・風通
しのよい
大開口

日当り・風通しの
よい大きな開口
のある DK　

DK に面した
縁側空間

路地に面した
縁側空間

隣の BR とつなげることも
できフレキシブルに対応

お祭り ・ イベントに
利用できる

調節池は地下に
プラスチック製貯留槽設置する埋設調節池

浸水ラインを超える
高さまで盛土する

地域優良住宅は 2 階建てとし
するが平屋とすることも可能

単身者用の住宅は 2 戸で
1 棟とする

縁側

縁側

縁側

庭

庭

庭

住宅下は盛土で嵩上げし
た上で地盤改良を想定

住宅下は盛土で嵩上げし
た上で地盤改良を想定

夏の恒常風

井戸端会議やこど
もの遊び場となる


